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2 自己紹介

「ご飯論法」

2018年新語・流行

語大賞トップテン

（紙屋高雪と

共同受賞）

『呪いの言葉の

解きかた』

晶文社、2019年

『国会をみよう

国会パブリック

ビューイングの

試み』

集英社クリエイ

ティブ、2020 年

『政治と報道』

扶桑社新書

2021年

『言葉を手がかりに』

集英社クリエイティブ

2022年8月



3
何のために報じるのか

 「知る権利」に応えるため？

伝える相手が見えているか？

「政府広報」「拡声器」という批判をどう受け止めているか？
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何のために報じるのか

 「事実」を伝えるため？

伝える事実の選択

伝える際の言葉遣い
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何のために報じるのか

権力監視のため？

権力を監視する役割を担うのは報道だけか？

野党は？

国民は？

専門家の見解は積極的に紹介されるが…



6 「ご飯論法」のポイントは？

Q「朝ごはんは食べなかったんですか？」

A「ご飯は食べませんでした（パンは食べましたが、それは黙っておきます）」

Q「何も食べなかったんですね？」

A「何も、と聞かれましても、どこまでを食事の範囲に入れるかは、必ずしも
明確ではありませんので・・」

そんなやりとり。加藤大臣は。

2018年5月6日 上西のツイート（@mu0283）
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「ご飯論法」答弁をどう報じるか

Q「朝ごはんは食べなかったんですか？」

A「ご飯は食べませんでした（パンは食べましたが、それは黙っておきます）」

1. 首相は、「ご飯は食べなかった」と答弁した。

2. 首相は、「ご飯は食べなかった」と述べるにとどめた。

3. 首相の答弁は安全運転に徹した。

4. 野党の追及は決定打を欠いた。

5. 質疑はかみ合わず、〇〇議員はいら立ちを見せた。

6. 首相は、「ご飯は食べなかった」と答弁し、パンについては言及を避けた。

7. 首相は、朝ごはんを食べたかを問われたにも関わらず、

「ご飯は食べなかった」とかみ合わない答弁をおこなった。
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「何を語ったか」を報道するのか
論点に即して報道するのか

大会組織委員会・武藤敏郎事務総長の2021年7月20日会見報道

日刊スポーツ：五輪開催中の中止や延期「そういう状況が出てきた時に考
える」武藤事務総長

https://www.nikkansports.com/olympic/tokyo2020/news/202107200000855.html

海外メディアから今後、新型コロナウイルス感染拡大で、開催中での中止や延期の可能性について
質問があった。武藤氏は「今の段階では感染拡大するかもしれないし、収まるかもしれない。具体的
には、そういう状況が出てきた時に考える」と話すにとどめ、検討に入る感染者数の目安など具体的
な説明はなかった。

 CNN：東京五輪、組織委事務総長は土壇場の中止の可能性を否定せず

https://www.cnn.co.jp/showbiz/35174196.html

（ＣＮＮ） 東京五輪・パラリンピック組織委員会の武藤敏郎事務総長は２０日、新型コロナウイルスの
感染拡大で大会を土壇場で中止する可能性について問われ、「そういう状況が出た時に考える」と
語った。
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国会パブリックビューイング
切り貼り編集せずに国会の実情を見てもらう

国会パブリックビューイング。2018年11月18日、新宿南口。入管法改正
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国民の黙とう「検討中」

 時事通信 2022年8月17日

国民の黙とう「検討中」 公営賭博中止「未定」―追悼呼び掛け、政府
手探り・安倍氏国葬

ただ、弔旗の掲揚や黙とうといった弔意の表明を国民にどこまで

求めるか明確な方針を打ち出せていない。個々の企業や地方自

治体、学校などで対応に戸惑うケースも出てきそうだ。

https://www.jiji.com/jc/article?k=2022081600782&g=pol

https://www.jiji.com/jc/article?k=2022081600782&g=pol
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「検討中」 → 「強制するな」

 女性自身 2022年8月23日

安倍元首相の国葬で「国民の黙祷」を検討中の政府に「強制するな」と
拒否反応続出

“国民に黙とうを要請するかどうか検討中”という閣議決定が

なされた今、Twitterでは「喪に服すことを強制するのでは」と、

拒否反応が相次いでいる。

https://jisin.jp/domestic/2127196/
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松野官房長官の「ご飯論法」

 産経新聞 2022年7月20日

松野官房長官「国民一般に喪に服することを求めない」 安倍氏国葬

松野博一官房長官は２０日の記者会見で、安倍晋三元首相の国葬に関し

「戦前の国葬令に基づく国葬のように、国民一般に喪に服することを求め

るものではない」と述べた。記者から「（戦前の）国葬令に基づいて国葬が

営まれた場合は役所や学校も休みになったが、今回の国葬は休日扱いに

なるか」と問われたのに対して答えた。

https://www.sankei.com/article/20220720-IQG52ZIGURKHPI3SQUIZ7JLG2Q/
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伝えたい問題は何であるか

東京新聞 2022年8月23日

安倍元首相国葬前の臨時国会召集は明言せず 松野官房長官
「決定は内閣に委ねられている」

https://www.tokyo-np.co.jp/article/197661?rct=politics

毎日新聞 2022年8月23日

臨時国会召集「与党と相談」 松野官房長官

https://mainichi.jp/articles/20220824/ddm/005/010/078000c

https://www.tokyo-np.co.jp/article/197661?rct=politics
https://mainichi.jp/articles/20220824/ddm/005/010/078000c
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どの事実をどう伝えるか

森喜朗会長辞任報道

2021年2月12日各紙朝刊

朝日新聞：川淵氏を後任指名、受諾

毎日新聞：後任に川淵氏

読売新聞：後任 川淵氏を指名

東京新聞：後任に川淵氏

江川紹子
各紙既定路線のように見出しを打ってるが、そも
そも、会長が問題発言で引責辞任する時に、後任
を「指名」する権限とかってあるわけですか！？
せいぜい「後任は川淵氏を『希望』」くらいにすべ
きでは？ メディアが雰囲気を作っているような気
がする
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指名で決まるわけではないことは報じていたか

 朝日新聞 2021年2月12日朝刊

「川淵氏が会長になるには、まず理事に就任したうえ、理事会の互選を経る必要がある」

「川淵氏は森会長より高齢である点に難色を示す組織委幹部もいた。しかし最終的には、
スポーツ界で発揮してきた手腕を森会長が高く評価し、後を託す形となった」

 毎日新聞 2021年2月12日朝刊

「後任は元日本サッカー協会会長で組織委の評議員を務める川淵三郎氏（８４）が就任す
る見通し」

「ある理事は「辞任する会長が後任を指名するなんてあり得ない。物事には手順がある。こ
れならば12日の会議なんかいらない」と不信感をあらわにした。今回批判が高まった背景
には、公の場での真正面からの議論を避けて、あうんの呼吸が通じる男性優位の日本社
会のあり方がある。禅譲劇もまた「密室」で幕を閉じた」
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世の中は20人が決めているのか

政治のデスクからは「世の中は、20人が決めている。それを取材する
のが政治部」とたたき込まれた。

――浜田陽太郎『「高齢ニッポン」をどう捉えるか』（勁草書房、2020年、p.219）

その若宮さん（若宮啓文・政治部長）が私たち駆け出し政治記者に投
げかけた訓示が衝撃的だった。（略）

「君たちね、せっかく政治部に来たのだから、権力としっかり付き合い

なさい」

――鮫島浩『朝日新聞政治部』（講談社、2022年、p.47-48）
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政治と津波は違う

津波

津波が押し寄せることは避けられない

できるだけ早く正確に報じ、被害を最小限にする

政治

「20人」の意思がそのまま実現するわけではない

世論の動向など、様々な要因で押しとどめられることもある

※ 報道に求められることは、「権力に食い込み、権力の意向を探り、

その機微を伝える」ことなのか？

※ 権力監視のために報道ができることは、独自の調査報道だけなのか？
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タイミングをとらえた問題提起が事態を動かす

「5月18日、今国会での成立が見送られた検察庁法改正案。大きな
きっかけは、Twitter上で「＃検察庁法改正案に抗議します」というハッ
シュタグを含む抗議の声が5百万回以上ツイートされたことだった」
https://dot.asahi.com/wa/2020052200051.html

「#検察庁法改正案に抗議します」 2020年5月8日
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国会審議中に論点を浮かび上がらせる

ネット配信番組「Choose Life Project」による
検察庁法改正案に関する集中配信

https://cl-p.jp/wp-content/uploads/2022/07/clphohkoku.pdf
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国会で質疑に立つ野党議員に聞く

国会パブリックビューイング緊急ライブ配信 検察庁人事への内閣介入問題
2020年３月22日 ゲスト解説：山添拓議員（日本共産党）
https://www.youtube.com/watch?v=p147niwR7mQ
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国会質疑の論点報道

朝日新聞 2020年3月17日
検察幹部定年 介入の余地 次長と検事長「内閣定める」野党批判（４面・771文字）

朝日新聞 2020年3月19日
定年延長 昨秋は「必要ない」 検察幹部巡り 法務省が見解「公務に著しい支障、考えがたい」
（４面・597文字）
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世論ではなく「文春砲」が事態を動かしたのか

清水潔
産経によると、黒川氏と記者の麻雀問題について
文春の取材が入るのが18日午前。当然官邸も
知ったはず。総理と二階幹事長が会談し検察庁法
改正見送りを決めたのが１８日の午後。「国民の
理解があ～」ではなく、どうやらこちらが原因だっ
たという残念な推理も成り立つ。



23

NHK世論調査：内閣支持率
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「国葬」をめぐるNHK世論調査結果



25

「野党は反発」ではなく、
誰が、なぜ、批判しているのか

「野党は反対ばかり」「野党は反発」「国会は茶番」？

国会の行政監視機能と世論の動向との連動が事態を動かす



26 何のために報じるのか

 読者・視聴者に考える材料を与える

 読者・視聴者の判断力に対する信頼をもとに、それに資する報道を

 調査報道や検証報道も大事だが、事態の進行中に読者・視聴者がその問題を理解し、

関与できるための報道のあり方に、より工夫を

見出し／インフォグラフィックス

論点解説／経緯の解説／そもそも解説

当事者の声／専門家の見解／野党議員の指摘

関連記事へのリンク／出典の明示

一次情報の提供（記者会見・野党ヒアリング・国会審議などの書き起こし／映像）


